
（別紙３）

～ 2025年　3月　30日

（対象者数） 26名 （回答者数）
23名

～ 2025年　3月　30日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
お子様の事業所での様子を、保護者様が見学できるような

機会を設けることを検討して参ります。

2

今後も朝礼や月例会議を密に行い、よりよい支援のために職

員間での活発な意見交換ができるような雰囲気づくりに努め

て参ります。

3

お子様の興味が湧くようなイベントを取り入れ、「楽し

い」、「やってみたい」という気持ちに繋げられるよう、努

めて参ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
今後、事業所内での活動の参観のご要望が多くあれば適宜検

討して参ります。

2

感染症対策やプライバシー保護に関する取り組みについて

職員間で話し合った上で、今後は地域との交流・連携を積極

的に行えるよう検討して参ります。

3

送迎時の家族支援は今後も継続し、さらに専門的な情報提供

を行うために職員の専門性を高められるよう努めて参りま

す。

日頃から保護者様とのコミュニケーションを密に行い、お子様

のできるようになった事などの成長を喜び合えるよう努めてお

ります。

保護者様や本人の意思を尊重できるような個別支援計画を作成

している。そのために、日頃から送迎時やモニタリング時に保

護者様とのコミュニケーションを図り、ご家庭で困ってること

や事業所でできるようになったことなどの共有をしておりま

す。

職員の意見等を把握する機会を設けている。また、チームで連

携して支援を行うために職員間での共通理解が持てるよう、日

頃から密にコミュニケーションをとっております。

日々の朝礼や月例会議を密に行っており、お子様の様子や支援

内容について全職員が共通理解を持てるよう努めております。

本人主体で自由に遊びを選んでいく中で、お子様が自己決定を

する力を育てるための支援ができるよう努めております。

本人の意思を尊重し、遊びを通して自己決定ができるような支

援を心掛けております。

家族に対しての家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や、家族も参加できる研修会などの情報提供をさらに強

化していきたいと考えております。

送迎時に家族支援として保護者様からの相談には応じている

が、ペアレント・トレーニングや研修会などのさらに専門的な

支援に関する情報提供については、職員も周知できておらず行

えておりません。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者様が事業所やお子様の様子を気軽に参観できる機会を設

ける事が出来ておりません。

最初の見学時や契約時以外で、事業所内を案内したりお子様の

様子を参観できたりする機会を設ける事が出来ておりません。

事業所の活動に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営ができておりません。

地域住民との交流・連携は感染症などのまん延防止や、通所し

ているお子様のプライバシー保護の観点から思うように行えて

おりません。

2024年　4月　1日
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等
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